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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
軒樋の上面開口から嵌め込まれて隣接する軒樋の端部同士を接続するための軒樋内継手の
取付構造において、軒樋の内面に沿わせた形状の軒樋内継手が、軒樋内に順次嵌め込まれ
る下部部材と上部部材とに上下に２分割されており、下部部材は、軒樋の前耳部に嵌合す
る前耳嵌合部と、軒樋の前壁の内面に沿う前面部と、軒樋の底壁の内面に沿う底面部と、
軒樋の後壁の高さよりも低く形成されて軒樋の後壁下部の内面に沿う後面部と、後面部の
上端と前面部の所定部位とを繋ぐ補強片とを備えており、上部部材は、下部部材の補強片
の上面に沿う底片と、底片の前端から下部部材の前面部の手前で立ち上がる前側片と、下
部部材の前耳嵌合部に嵌合する嵌合受け部と、底片の後端から立ち上がって下部部材の後
面部の上端よりも上方部で軒樋の後壁上部の内面に沿う後側片と、軒樋の後耳部に嵌合す
る後耳嵌合部とを備えており、軒樋の内面に沿う下部部材及び上部部材の各外面部分にそ
れぞれ接着剤が塗布される接着剤塗布用溝を設けると共に、軒樋の接続部分と対向する外
面部分と接着剤塗布用溝との間に、過剰な接着剤を逃がすための接着剤逃がし部を設けた
ことを特徴とする軒樋内継手の取付構造。
【請求項２】
　下部部材の後面部の上端から前方に向けて折曲された接合片と、上部部材の後側片の下
端から突設されて上記接合片の上面から前端面に沿って接合される被接合片とを備えてい
ると共に、接合片と被接合片の対向面のいずれか一方の面に上記接着剤塗布用溝と上記接
着剤逃がし部とを設けたことを特徴とする請求項１記載の軒樋内継手の取付構造。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軒樋の上面開口から嵌め込まれて隣接する軒樋の端部同士を接続するための
軒樋内継手の取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、軒樋の内面に沿わせた形状の軒樋内継手を軒樋の内側に嵌め込むことにより
、軒樋内継手のみを用いて隣接する軒樋の端部同士を接続するようにした軒樋内継手の取
付構造が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ところで、屋根１５の軒側端部１５ａに沿って軒樋１を施工するにあたっては軒樋１の
外観上の納まりを良好にするために、例えば図１１で示すように、屋根１５の勾配延長線
上に軒樋１の前耳部１ａが位置するように軒樋吊具１９を鼻板２０に取り付ける場合があ
る。この場合、軒樋１の上面開口に屋根１５の軒側端部１５ａが臨んで配置されるため、
軒樋１の前耳部１ａと屋根１５の軒側端部１５ａ間の開口幅１６が狭くなり、このため軒
樋１の内面に沿わせた形状の軒樋内継手を軒樋１の内側に嵌め込む際に、屋根１５の軒側
端部１５ａが邪魔になり、施工が困難になるという問題があった。また軒樋内継手の外面
と軒樋１の内面とを接着剤にてシールすることで軒樋１の接続部分からの水漏れを防止し
ているが、接着剤が過剰に塗布された場合は、過剰な接着剤が軒樋１の接続部分から外部
にはみ出して、軒樋１の外観が損なわれたり、止水性が低下するという問題がある。その
うえ、軒樋１内部で軒樋内継手の位置調整を行なう場合には接着剤が掻き取られて、その
部分で軒樋内継手と軒樋１との接着不良が発生するという問題もある。
【特許文献１】特開平８－１５８５５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記の従来の問題点に鑑みて発明したものであって、軒樋の前耳部と屋根の軒
側端部間の開口幅が狭い場合でも軒樋内継手を軒樋内部に容易且つ正確に嵌め込むことが
でき、高所での施工作業を安全且つ容易に行なえると共に、軒樋内継手と軒樋間で確実で
且つ均一な接合ができ、これにより水漏れを確実に防止でき、良好な施工仕上がり外観が
得られる軒樋内継手の取付構造を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために本発明は、軒樋１の上面開口から嵌め込まれて隣接する軒樋
１の端部同士を接続するための軒樋内継手の取付構造において、軒樋１の内面に沿わせた
形状の軒樋内継手２が、軒樋１内に順次嵌め込まれる下部部材３と上部部材４とに上下に
２分割されており、下部部材３は、軒樋１の前耳部１ａに嵌合する前耳嵌合部５と、軒樋
１の前壁１ｂの内面に沿う前面部６と、軒樋１の底壁１ｃの内面に沿う底面部７と、軒樋
１の後壁１ｄの高さよりも低く形成されて軒樋１の後壁下部１ｄ２の内面に沿う後面部８
と、後面部８の上端８ａと前面部６の所定部位とを繋ぐ補強片９とを備えており、上部部
材４は、下部部材３の補強片９の上面に沿う底片１０と、底片１０の前端から下部部材３
の前面部６の手前で立ち上がる前側片１１と、下部部材３の前耳嵌合部５に嵌合する嵌合
受け部１３と、底片１０の後端から立ち上がって下部部材３の後面部８の上端８ａよりも
上方部で軒樋１の後壁上部１ｄ１の内面に沿う後側片１２と、軒樋１の後耳部１ｅに嵌合
する後耳嵌合部１４とを備えており、軒樋１の内面に沿う下部部材３及び上部部材４の各
外面部分にそれぞれ接着剤が塗布される接着剤塗布用溝２７を設けると共に、軒樋１の接
続部分と対向する外面部分と接着剤塗布用溝２７との間に、過剰な接着剤を逃がすための
接着剤逃がし部２８を設けたことを特徴としている。
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【０００６】
　このような構成とすることで、上下に２分割された下部部材３と上部部材４とを順次、
軒樋１と屋根１５間の狭い開口幅１６からでも軒樋１内部に容易に嵌め込むことができる
と共に、下部部材３の後面部８を軒樋１の後壁１ｄの高さよりも短くして軒樋１の後壁下
部１ｄ２に沿わせると共に上部部材４の後側片１２を下部部材３の後面部８の上端８ａよ
りも上方部で軒樋１の後壁上部１ｄ１の内面に沿わせることにより、上下に２分割された
軒樋内継手２の各後面部分８，１２を軒樋１の後壁１ｄ内面に確実に密着させることがで
き、さらに、上部部材４の底片１０を下部部材３の補強片９の上面に沿わせることにより
、下部部材３を補強する補強片９を利用して、軒樋１内に先に嵌め込まれている下部部材
３に対して上部部材４を正確な位置に取り付け可能となるので、軒樋１内部で上部部材４
の位置調整をする必要がなくなり、軒樋１の接続をより確実にできると共に過剰な接着剤
は接着剤逃がし部２８に逃がすことができるので、軒樋１の接続部分からの接着剤のはみ
出しを防止できるようになる。
【０００７】
　また、上記下部部材３の後面部８の上端８ａから前方Ａに向けて折曲された接合片１７
と、上部部材４の後側片１２の下端から突設されて上記接合片１７の上面から前端面に沿
って接合される被接合片１８とを備えていると共に、接合片１７と被接合片１８の対向面
のいずれか一方の面に上記接着剤塗布用溝２７と上記接着剤逃がし部２８とを設けるのが
好ましく、この場合、上部部材４の被接合片１８が下部部材３の接合片１７の上面から前
端面に亘って面で受けられるので、接合片１７と被接合片１８との接合状態が安定化して
、下部部材３の後面部８及び上部部材４の後側片１２を軒樋１の後壁下部１ｄ２の内面及
び後壁上部１ｄ１の内面に対してそれぞれ均一且つ確実に接着できるようになり、そのう
え接合片１７と被接合片１８との接合強度を高めつつ、該接合箇所からの過剰な接着剤の
はみ出しを接着剤逃がし部２８にて防止できるようになる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明は、軒樋内継手を構成する上下に２分割された下部部材と上部部材とを順次、軒
樋と屋根間の狭い開口幅からでも軒樋内部に容易に嵌め込み可能となり、また、下部部材
を補強する補強片を利用して上部部材の位置調整が不要となり、結果、隣接する軒樋の端
部同士を接続する作業を容易且つ正確にできると共に、軒樋の上方から軒樋内部を覗き込
んで上部部材の位置調整を行なう必要もなく、高所での施工作業の安全性を確保できるも
のである。さらに上部部材及び下部部材の外面の接着剤塗布用溝に塗布される過剰な接着
剤は接着剤逃がし部に溜められるので、軒樋の接続部分からの接着剤のはみ出しを防止で
き、軒樋内継手と軒樋間で確実で且つ均一な接合ができると共に水漏れを確実に防止でき
、良好な施工仕上がり外観が得られるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基いて説明する。
【００１０】
　図１（ａ）は屋根１５の勾配延長線上に軒樋１の前耳部１ａが位置するように軒樋吊具
１９を鼻板２０に取り付けた状態を示す側面断面図であり、図１（ｂ）は上下に２分割さ
れた軒樋内継手２を用いて隣接する軒樋１の端部同士を接続した状態を示す側面断面図で
ある。
【００１１】
　本発明の軒樋内継手２は、図１～図４に示すように、下部部材３と、上部部材４とに、
上下に２分割されている。
【００１２】
　先ず、下部部材３は、図４（ａ）、図５（ｃ）に示すように、軒樋１の前耳部１ａに嵌
合する前耳嵌合部５と、軒樋１の前壁１ｂの内面に沿う前面部６と、軒樋１の底壁１ｃの
内面に沿う底面部７と、軒樋１の後壁下部１ｄ２の内面に沿う後面部８と、後面部８の上
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端８ａと前面部６の所定部位とを繋ぐ補強片９とが一体に構成されており、下部部材３の
前面部６、底面部７、後面部８を、それぞれ、軒樋１の前壁１ｂの内面、底壁１ｃの内面
、後壁下部１ｄ２の内面にそれぞれ沿わせた状態で、下部部材３の前耳嵌合部５が軒樋１
の前耳部１ａに嵌合するようになっている。なお図１（ｂ）中の２２は軒樋１の外観を高
めるために前壁１ｂ下端に設けた段差部であり、２３は段差部２２に沿って下部部材３に
凹設された凹部である。
【００１３】
　ここで、前耳嵌合部５の内側面の幅方向中央側から後方Ｂに向かって横長状の嵌合リブ
２１が突設されている。嵌合リブ２１は側面から見て後方Ｂにいく程上になるように斜め
上向きに傾斜しており、後述する上部部材４の嵌合受け部１３を上方から押圧保持する働
きをする。
【００１４】
　下部部材３の後面部８は、軒樋１の後壁１ｄの略半分の高さ寸法とされ、この後面部８
の上端８ａから前方に向かって補強片９が突設し、補強片９の先端が前面部６の上下方向
の略中央部に架け渡されている。
【００１５】
　下部部材３の前面部６には、図２、図４（ａ）に示すように、補強片９よりも上方部か
ら後方Ｂに向かって押圧片２４が突設されている。この押圧片２４は、上部部材４の前側
片１１を後方Ｂに向かって押圧することで上部部材４の後側片１２を軒樋１の後壁上部１
ｄ１の内面に向けて押圧するためのものであり、押圧片２４の先端部は前耳嵌合部５の内
側面を通る鉛直線上に位置している。本例の押圧片２４は、上部部材４の後側片１２を軒
樋１の後壁上部１ｄ１の内面に向かって押圧する機能と、後述する被接合片１８と接合片
１７とを介して、下部部材３の後面部８を軒樋１の後壁下部１ｄ２の内面に向かって押圧
する機能とを併せ持っている。
【００１６】
　一方、上部部材４は、図４（ａ）、図６（ｂ）に示すように、下部部材３の補強片９の
上面に沿う底片１０と、底片１０の前端から下部部材３の前面部６の手前で立ち上がる前
側片１１と、下部部材３の前耳嵌合部５に嵌合する嵌合受け部１３と、底片１０の後端か
ら立ち上がって下部部材３の後面部８の上端８ａよりも上方部で軒樋１の後壁上部１ｄ１
の内面に沿う後側片１２と、軒樋１の後耳部１ｅに嵌合する後耳嵌合部１４とが一体に構
成されている。
【００１７】
　ここで、上部部材４の嵌合受け部１３は、図２に示すように、下部部材３の前耳嵌合部
５から突出した嵌合リブ２１の下面に沿って傾斜する傾斜片２５と、前耳嵌合部５の下端
に係止される係止片２６とで構成されている。上部部材４の後側片１２は、図６（ｂ）に
示すように、軒樋１の後壁１ｄの略半分の高さを有する。これにより上部部材４の底片１
０、後側片１２を、それぞれ、下部部材３の補強片９の上面、軒樋１の後壁上部１ｄ１の
内面に沿わせた状態で、上部部材４の後耳嵌合部１４が軒樋１の後耳部１ｅに嵌合し且つ
上部部材４の嵌合受け部１３が下部部材３の前耳嵌合部５に嵌合するようになっている。
【００１８】
　さらに、下部部材３の後面部８の上端８ａから前方Ａに接合片１７が折曲されており、
一方、上部部材４の後側片１２の下端から上記接合片１７の上面から前端面に沿って接合
される被接合片１８が突設されている。ここでは、下部部材３の後面部８の上端８ａの中
央部の補強片９を挟んで、その左右両側から前方Ａに向かって幅広の接合片１７がそれぞ
れ突設されている。接合片１７の上面は補強片９の上面と面一状に形成されている。
【００１９】
　一方、図４に示すように、上部部材４の後側片１２の下端の中央部の底片１０を挟んで
その左右両側から前方Ａに向かって幅広の被接合片１８が突設されている。この被接合片
１８は下部部材３の接合片１７の上面から前端面に沿って下方に折れ曲がる水平部１８ａ
と垂下部１８ｂとが側面視略Ｌ字形に屈曲形成されている。本例では図１（ｂ）に示すよ
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うに、上部部材４を嵌め込んだときに下部部材３の押圧片２４が上部部材４の前側片１１
を後方Ｂに向かって押圧することで、上部部材４の後側片１２が軒樋１の後壁上部１ｄ１
の内面に向かって押圧されるものであり、さらに被接合片１８を介して接合片１７が後方
Ｂに向かって押圧されることで、下部部材３の後面部８が軒樋１の後壁下部１ｄ２の内面
に向かって押圧されるものである。また本例では、上部部材４の被接合片１８を下部部材
３の接合片１７が面で受ける構造となり、押圧力の均一化、確実な押圧が図られている。
【００２０】
　さらに、上部部材４の左右の被接合片１８の下端には、図４（ｃ）に示すように、底片
１０に近い部分で斜めに切欠したテーパーガイド面４０が形成されており、上部部材４の
底片１０を下部部材３の補強片９の上面側に沿わせる際のガイドとして働き、これにより
、下部部材３の補強片９の上面に沿って上部部材４の底片１０を容易に位置決めできるよ
うになっている。
【００２１】
　また、下部部材３及び上部部材４の各外面部分には、図３、図４に示すように、接着剤
が塗布される接着剤塗布用溝２７が設けられていると共に、軒樋１の接続部分と対向する
外面部分（図３のＭで示す中央部側）と接着剤塗布用溝２７との間に、過剰な接着剤を逃
がすための接着剤逃がし部２８が設けられている。本例では、上部部材４の前側片１１、
底片１０、後側片１２の各外面、及び、下部部材３の前面部６、底面部７、後面部８の各
外面に、それぞれ、接着剤塗布用溝２７と接着剤逃がし部２８とが設けられていると共に
、被接合片１８の外面部分にも接着剤塗布用溝２７と接着剤逃がし部２８とが設けられて
いる。なお被接合片１８の外面部分ではなく、接合片１７の外面部分の方に接着剤塗布用
溝２７と接着剤逃がし部２８とを設けるようにしてもよい。
【００２２】
　ここで、接着剤逃がし部２８は、幅広で且つ深さが浅い凹み形状に形成されており、一
方、接着剤塗布用溝２７は、溝幅が狭く且つ深さが深い断面略Ｖ字状乃至略Ｕ字状に形成
されている。本例の接着剤逃がし部２８は、過剰な接着剤が接着剤塗布用溝２７から中央
部Ｍ側に染み出した場合に、その染み出した接着剤を接着剤逃がし部２８内に溜めること
で軒樋１の接続部分から外部に染み出すのを防止する働きをする。
【００２３】
　次に、軒樋内継手２の取り付け動作を説明する。
【００２４】
　先ず、予め接着剤塗布用溝２７に接着剤を塗布した下部部材３を、前面部６を上、後面
部８を下に傾けた姿勢で、図５（ｂ）の矢印Ｘ方向から下部部材３の後面部８を軒樋１内
に嵌め込み、次いで、下部部材３の前面部６を矢印Ｙ方向に押し下げることにより、図５
（ｃ）のように下部部材３の底面部７及び後面部８をそれぞれ軒樋１の底壁１ｃ及び後壁
下部１ｄ２の内面に沿わせた状態で、下部部材３の前耳嵌合部５を軒樋１の前耳部１ａに
嵌合させることができる。これにより下部部材３の後面部８、底面部７、前面部６が、そ
れぞれ、軒樋１の後壁下部１ｄ２の内面、底壁１ｃの内面、前壁１ｂの内面に仮接着され
る（図７、図８の状態）。
【００２５】
　次いで、予め接着剤塗布用溝２７に接着剤を塗布した上部部材４を、前側片１１を上、
後側片１２を下に傾けた姿勢で、図６（ａ）の矢印Ｘ´方向から上部部材４の後側片１２
を軒樋１の内側に嵌め込み、次いで上部部材４の嵌合受け部１３を矢印Ｙ´方向に押し下
げることにより、上部部材４の底片１０が下部部材３の補強片９の上面にガイドされつつ
後方Ｂに移動して、上部部材４の底片１０及び後側片１２を、それぞれ、下部部材３の補
強片９の上面及び後壁上部１ｄ１の内面に沿わせた状態で、上部部材４の後耳嵌合部１４
を軒樋１の前耳部１ａに嵌合させることができると同時に、上部部材４の嵌合受け部１３
の傾斜片２５が下部部材３の前耳嵌合部５の嵌合リブ２１の下面に当接すると共に嵌合受
け部１３の係止片２６が前耳嵌合部５の下端に係止することで、上部部材４の嵌合受け部
１３を下部部材３の前耳嵌合部５に対して嵌合させることができる（図９、図１０の状態
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）。
【００２６】
　また本例では、上部部材４の嵌合受け部１３を図６（ａ）の矢印Ｙ´方向に押し下げた
ときに、下部部材３の前面部６から突設している押圧片２４が上部部材４の前側片１１を
後方Ｂに向かって図６（ｂ）の矢印Ｚ方向に押圧することにより、上部部材４の後側片１
２が軒樋１の後壁上部１ｄ１の内面に向かって押圧されるようになり、これと同時に上部
部材４の被接合片１８が下部部材３の接合片１７を後方Ｂに向かって押圧することで、下
部部材３の後面部８が軒樋１の後壁下部１ｄ２の内面に向かって押圧されるようになる。
結果、下部部材３の前面部６、底面部７、後面部８が、それぞれ、軒樋１の前壁１ｂの内
面、底壁１ｃの内面、後壁下部１ｄ２の内面に確実に接着され、且つ上部部材４の後側片
１２が軒樋１の後壁上部１ｄ１の内面に確実に接着されるようになり、両軒樋１の接続施
工を完了する（図１（ｂ）の状態）。
【００２７】
　しかして、軒樋内継手２を上部部材４と下部部材３とに上下に２分割したことにより、
軒樋１の前耳部１ａと屋根１５の軒側端部１５ａ間の開口幅１６が狭い場合でも、下部部
材３と上部部材４とを順次、軒樋１の内側に容易に嵌め込むことが可能となる。しかも、
下部部材３の後面部８の高さ及び上部部材４の後側片１２の高さを、それぞれ、軒樋１の
後壁１ｄの高さの略半分程度まで短くすることで、上下に２分割された軒樋内継手２を軒
樋１の後壁１ｄ内面に確実に密着させることができると共に、上部部材４の底片１０を下
部部材３の補強片９の上面に沿わせることにより、下部部材３を補強する補強片９を利用
して、軒樋１内に先に嵌め込まれている下部部材３に対して上部部材４を正確な位置に嵌
め込むことができる。従って、下部部材３に続いて下部部材３に嵌め込む際に上部部材４
の位置調整をする必要がないので、上下に２分割された上部部材４と下部部材３とを軒樋
１内側で容易且つ正確に嵌め込むことができる。結果、軒樋１によく密着した状態になっ
て十分に強固なしっかりした接合がなされ、接着剤によるシール機能が十分に発揮されて
、軒樋１の接続部分からの接着剤のはみ出しや水漏れを確実に防止でき、美観を損なうこ
となく隣接する軒樋１同士を接続できると共に、軒樋１の上方から軒樋１内部を覗き込ん
で上部部材４の位置調整を行なう必要もないので、高所での施工作業を安全且つ容易に行
なうことができる。
【００２８】
　さらに、過剰な接着剤は接着剤逃がし部２８に逃がすことができるので、軒樋１の接続
部分からの接着剤のはみ出しを防止できるようになる。
【００２９】
　また本例では、上記下部部材３の後面部８の上端８ａから前方Ａに向けて折曲された接
合片１７と、上部部材４の後側片１２の下端から突設されて上記接合片１７の上面から前
端面に沿って接合される被接合片１８とを備えていると共に、接合片１７と被接合片１８
の対向面のいずれか一方の面に上記接着剤塗布用溝２７と上記接着剤逃がし部２８とを設
けたことにより、上部部材４の被接合片１８が下部部材３の接合片１７の上面から前端面
に亘って面で受けられるので、接合片１７と被接合片１８との接合状態が安定化して、下
部部材３の後面部８及び上部部材４の後側片１２を軒樋１の後壁下部１ｄ２の内面及び後
壁上部１ｄ１の内面に対してそれぞれ均一且つ確実に接着できるようになり、そのうえ接
合片１７と被接合片１８との接合強度を高めつつ、該接合箇所からの過剰な接着剤のはみ
出しを接着剤逃がし部２８にて防止できるようになる。
【００３０】
　さらに本例の被接合片１８は上部部材４の底片１０を挟んで左右にバランス良く配置さ
れ、接合片１７は補強片９を挟んで左右にバランス良く配置されているので、下部部材３
と上部部材４との全体のバランスを容易に確保できるようになり、この結果、より均一で
且つより確実な押圧ができる利点もある。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
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【図１】本発明の一実施形態であり、（ａ）は屋根の勾配延長線上に軒樋の前耳部が位置
するように軒樋吊具を用いて軒樋を保持した状態を示す側面断面図であり、（ｂ）は同上
の軒樋吊具とは別の位置で本発明の上下に２分割された軒樋内継手を用いて隣接する軒樋
の端部同士を接続した状態を示す側面断面図である。
【図２】同上の上下に２分割された軒樋内継手の組み合わせ状態を示す側面図である。
【図３】（ａ）は同上の軒樋内継手を後上方から見た斜視図、（ｂ）は前上方から見た斜
視図、（ｃ）は底面図である。
【図４】（ａ）は同上の上部部材と下部部材の分解側面図、（ｂ）は（ａ）を後上方から
見た斜視図、（ｃ）は前上方から見た斜視図である。
【図５】（ａ）～（ｃ）は同上の下部部材を軒樋内に嵌め込む動作説明図である。
【図６】（ａ）（ｂ）は同上の上部部材を軒樋内に嵌め込む動作説明図である。
【図７】（ａ）は図５（ｃ）の状態を後上方から見た一部破断斜視図、（ｂ）は前上方か
ら見た一部破断斜視図である。
【図８】（ａ）は図５（ｃ）の状態を前下方から見た一部破断斜視図、（ｂ）は後下方か
ら見た一部破断斜視図である。
【図９】（ａ）は図６（ｂ）の状態を後上方から見た一部破断斜視図、（ｂ）は前上方か
ら見た一部破断斜視図である。
【図１０】（ａ）は図６（ｂ）の状態を前下方から見た一部破断斜視図、（ｂ）は後下方
から見た一部破断斜視図である。
【図１１】従来例の説明図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　軒樋
　１ａ　前耳部
　１ｂ　前壁
　１ｃ　底壁
　１ｄ　後壁
　１ｄ１　後壁上部
　１ｄ２　後壁下部
　２　軒樋内継手
　３　下部部材
　４　上部部材
　５　前耳嵌合部
　６　前面部
　７　底面部
　８　後面部
　８ａ　上端
　９　補強片
　１０　底片
　１１　前側片
　１２　後側片
　１３　嵌合受け部
　１４　後耳嵌合部
　１７　接合片
　１８　被接合片
　２７　接着剤塗布用溝
　２８　接着剤逃がし部
　Ａ　前方
　Ｂ　後方
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【図７】 【図８】
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【図１１】
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